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 事業概要 

大気圧放電を利用した革新的な流体制御デバイスとして, DBD (Dielectric Barrier Discharge) プラ
ズマアクチュエータが注目されている. 本事業では, 高速気流中での剥離制御効果が期待されている
ナノ秒パルス駆動プラズマアクチュエータによる剥離流れ制御メカニズム解明を目的として, 放電現
象と流体現象を統合的に扱う数値計算を実施する. 

 
参考 URL: http://www.rhd.mech.tohoku.ac.jp/ 

 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

放電過程の数値計算は荷電粒子の運動と同時に電場を解く必要があり, 計算負荷の大きい Poisson 
方程式をタイムステップ毎に解かなければならない. さらに, 時間スケールがナノ秒オーダーの放電
過程とミリ秒以上の流体現象を同時に取り扱うため, 本事業で実施する計算にはスーパーコンピュー
タの使用が必要不可欠である. 

 

 今年度の成果 

本年度では, 低電圧駆動に適したナノ秒パルス駆動プラズマアクチュエータの放電過程に関する数
値解析を実施した. 正の DC 電圧に負極性パルスを重畳した計算と負の DC 電圧に正極性パルスを
重畳した計算を行い, 誘電体表面の電荷分布や生成される電気流体力への影響を調査した. その結果, 
放電の様子, 面電荷分布および電気流体力は印加される電圧波形に大きく依存することを明らかにし
た (図 1). 今後は, 放電過程の数値計算によって得られた結果を用いて放電が流れに及ぼす影響につ
いて調査する予定である. 

 

ナノ秒パルス放電を利用したプラズマアクチュエータの放電・流れの連成解析 
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図 パルス電圧印加後の正イオンの数密度分布 正の 電圧に負極
性パルスを重畳 負の 電圧に正極性パルスを重畳

成果の公表

査読付き論文

口頭発表

佐藤慎太郎 古川晴基 小室淳史 高橋聖幸 大西直文 低電圧化に向けた高集積プラズマアクチ
ュエータの検討 日本機械学会 年度年次大会 秋田大学 手形キャンパス 年 月
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利用状況

⚫ 計算情報

⚫ 利用量

総資源に占める利用割合※ ：

内訳
計算資源

計算システム名 コア時間 コア・ 資源の利用割合※

ファイルシステム資源
ファイルシステム名 ストレージ割当量 資源の利用割合※

アーカイバ資源
アーカイバシステム名 利用量 資源の利用割合※

※ 総資源に占める利用割合： つの資源 計算ファイルシステムアーカイバ の利用割合の加重平均
※ 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法
スレッド並列手法 非該当
プロセス並列数
１ケースあたりの経過時間 時間
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